
                                　　　　                    　　 平成 １３年 １２月　７日
                                        　　　　             　　 島根県企画振興部統計課
　平成１２年国勢調査　
　第２次基本集計結果による島根県の概要について　　
１　人口の労働力状態
　　島根県の労働力人口は、４０１，７５０人で、前回平成７年国勢調査に比べ、
　　１４，７２６人、３．５％減少
（１）　平成１２年国勢調査による１０月１日現在の１５歳以上の人口６４９，１３４人のうち、　　　　労働力人口（就業者及び完全失業者）は、４０１，７５０人であり、平成７年国勢調査と比　　　　べ１４，７２６人（３．５％）の減少している。
　　　　　また、労働力率（１５歳以上人口に占める労働力人口の割合）は６１．９％となり、前回に比べ２．７ポイント低下している。また男女別にみると、男性は７４．４％、女性は
５０．７％で男性は３．２ポイント、女性は２．３ポインそれぞれ低下している。
　（２）　就業者は、３８９，８４９人であり、前回調査と比べると１６，６１４人（４．１％）　　　　　減少している。
　　　　　男女別にみると，男性は２２０，６０８人、女性は１６９，２４１人で前回調査と比べ　　　　　男性は８，７７４人（３．８％）、女性は７，８４０人（４．４％）それぞれ減少している。
　　　　　また、６５歳以上の就業者５１，４９４人（就業者数の１３．２％）で、平成７年に比べ
　　　　３．１％減少している。
　（３）　完全失業者は、１１，９０１人であり、前回調査と比べ１，８８８人（１８．９％）増加している。
       　また、男女別にみると、男性は７，３８１人、女性は４，５２０人で、男性は８１３人
（１２．４％）、女性は１，０７５人（３１．２％）それぞれ増加している。
　      　　　【表１　年齢（５歳階級）別、就業者数（総数）】
　      　　　【表２　年齢（５歳階級）別、就業者数（ 男 ）】
　      　　　【表３　年齢（５歳階級）別、就業者数（ 女 ）】
２　就業者の産業別講成
　　島根県の産業別大分類別就業者数をみると、サービス業、建設業は増加し、製造業、　　卸売・小売業・飲食店、農業は減少
   （１）　１５歳以上の就業者の産業別大分類別にみると、「サービス業」が１０６，８０６人で（就　　　　業者数の２７．４％）を占め、最も多く、ついで「卸売・小売業・飲食店」が７８，７４６　　　　人（同２０．２％）、｢製造業」６２，２３３人（同１６．０％）、｢建設業」４９，５８３人（同１２．７％）、｢農業」３４，７４２人（同８．９％）、の順になっている。
　　　　　前回調査とに比べると、「サービス業」は８，５０９人（８．７％）、｢建設業」は６６１人　　　　（１．４％）増加し、「卸売・小売業・飲食店」は６１５人（０．８％）、｢製造業」は１１，　　　　３８４人（１５．５％）、｢農業」１３，４３６人（２７．９％）減少している。
　（２）　産業別３部門別にみると、第１次産業は４０，８９６人（割合１０．５％）、第２次産業は
　　　　１１２，６３１人（割合２８．９％）、第３次産業は２３４，７６２人（割合６０．２％）となっている。
　　　　　前回調査と比べると、第１次産業は１４，７７１人（２６．５％）、第２次産業は
１０，６６８人（８．７％）減少し、第３次産業７，６９６人（３．４％）増加している。
　      　　　【表４　産業（大分類）、年齢（５歳階級）１５歳以上就業者（総数）】
　      　　　【表５　産業（大分類）、従業者の地位（６区分）】
　      　　　【表６　産業（３部門）別就業者の推移】
　      　　　【表７　産業（大分類）、年齢（５歳階級）１５歳以上就業数市町村別】
　      　　　【表８　産業（３部門）１５歳以上就業数市町村別】

